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将
来
の
展
望
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

渡
部　
自
動
車
整
備
技
術
を

身
に
付
け
、
お
客
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
自
動

車
整
備
士
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

湯
田　
自
動
車
整
備
士
と
し

て
、
お
客
様
に
頼
ら
れ
る
人

材
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
新
し
い
技
術
に
追
い
つ

け
る
よ
う
、
卒
業
し
て
も
勉

強
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

伊
藤　
給
排
水
・
空
調
設
備

の
施
工
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

進
み
ま
す
。
自
分
の
施
工
し

た
物
件
は
「
不
良
が
な
い
」

こ
と
が
ベ
ス
ト
。
信
頼
さ
れ

る
技
術
者
を
目
指
し
ま
す
。

菊
地　
私
は
父
に
憧
れ
て
電

気
を
学
ん
で
い
ま
す
。
将
来

は
父
の
電
気
会
社
を
継
ぎ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊藤 貴章さん
（電気配管設備科2年）

菊地 美空さん
（電気配管設備科1年）

山田 愛花さん
（観光プロデュース学科1年）

県立テクノアカデミーは、職業能力開発促進法に基づいて福島県が設置運営する総合
的な職業能力開発施設です。主に高等学校を卒業した方を対象に、職業人として必要な
スキルをしっかりと身に付ける２年間の課程をはじめ、再就職を目指そうとする方向けの
短期課程（外部機関に委託して実施）、在職中の方のスキルアップを支援するテクノセミ
ナーなど、産業界のニーズに合致した様々な事業を行っています。
県内３校のうち塩川町にあるテクノアカデミー会津には、「観光プロデュース学科」「電
気配管設備科」「自動車整備科」の計３科で学生が学んでおり、取材当日には学生たちが
基礎から専門的な内容まで取り組んでいる授業の様子を見ることができました。

県立テクノアカデミー会津に
 行ってきました。

長
澤　
市
内
の
接
客
業
に
内

定
し
て
い
ま
す
。「
ま
た
喜

多
方
に
来
た
い
」
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
お
客

様
の
記
憶
に
残
る
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま

す
。

山
田　
ホ
テ
ル
・
旅
館
業
の

仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。知
識
を
増
や
し
て
、

お
客
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

長
澤　
そ
れ
に
加
え
て
、
少

人
数
制
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

学
生
一
人
ひ
と
り
に
先
生
方

が
時
間
を
割
い
て
く
だ
さ
っ

て
、
気
軽
に
質
問
で
き
る
環

境
に
あ
り
ま
す
。

渡
部　
少
人
数
制
の
お
か
げ

で
、
実
習
で
大
き
な
課
題
も

一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
持

て
、
協
力
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
先
生
方
と

の
関
わ
り
も
多
く
、
と
て
も

良
い
関
係
が
築
か
れ
て
い
ま

す
。

若
者
の
政
治
参
加
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
ま
す
か
。

湯
田　
こ
れ
か
ら
の
日
本
を

若
者
が
担
っ
て
い
く
と
い
う

自
覚
が
、
自
分
も
含
め
て
若

者
に
は
少
な
い
と
思
う
。

伊
藤　
公
平
な
選
挙
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
の
あ
り
が
た

学
校
の
特
色
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

山
田　
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

学
科
の
特
色
は
、
必
要
な
資

格
取
得
の
た
め
に
先
生
方
の

サ
ポ
ー
ト
が
し
っ
か
り
あ
る

こ
と
と
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
が
多
く
、
実
際
に
見
て
体

験
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
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市議会です
おじゃましますおじゃまします
市議会です

湯田 渓太さん
（自動車整備科1年）

長澤 七海さん
（観光プロデュース学科2年）

渡部 泰地さん
（自動車整備科2年）

県立テクノアカデミー会津に
 行ってきました。

さ
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
意
識
も
変
わ
っ
て
若
者

の
参
加
も
増
え
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

菊
地　
今
の
若
い
人
達
は
テ

レ
ビ
よ
り
ス
マ
ホ
で
情
報
を

得
て
い
ま
す
。
自
分
の
好
き

な
こ
と
に
没
頭
し
て
、
世
の

中
の
こ
と
に
興
味
が
な
い
人

が
多
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ス
マ
ホ
な
ど
の
媒
体
を

活
用
し
て
、
若
者
が
政
治
参

加
し
や
す
い
世
の
中
に
な
っ

た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

て
い
ま
す
が
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
に
移
っ
て
い
く
時
、
元

の
生
活
に
戻
る
と
な
る
と
多

く
の
不
安
が
伴
う
の
で
、
不

安
を
和
ら
げ
て
ス
ム
ー
ズ
に

コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
る
政
策

を
お
願
い
ま
す
。

菊
地　
女
性
の
社
会
進
出
が

増
え
て
き
て
、
そ
れ
が
原
因

で
子
供
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
と
思
う
方
も
い
ま
す
が
、

そ
う
思
わ
れ
る
の
は
仕
方
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
社
会

全
体
が
働
く
女
性
を
理
解
し

て
、
働
き
や
す
い
環
境
が
整

え
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

山
田　
選
挙
に
行
っ
て
も
、

誰
が
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て

い
る
の
か
が
分
か
り
に
く
く

て
、
私
た
ち
が
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
議
会
の
事
を
伝
え

る
工
夫
を
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

長
澤　
市
議
会
だ
よ
り
の
他

に
広
告
媒
体
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が
あ

る
よ
う
で
す
が
、
若
者
は
ほ

と
ん
ど
利
用
し
て
い
ま
せ
ん

し
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
発

信
力
は
本
当
に
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
若
者
に
発
信
す
る

な
ら
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
も

取
り
入
れ
た
方
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

伊
藤　
議
員
に
な
ら
な
く
て

も
市
民
の
立
場
で
政
治
に
参

加
で
き
る
方
法
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
知
れ
ば
裾
野
が
広

が
る
と
思
う
の
で
、
気
軽
に

参
加
で
き
る
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

市
議
会
に
望
む
こ
と
は
。

渡
部　
若
者
の
心
を
つ
か
む

こ
と
が
で
き
れ
ば
若
者
は
動

く
と
思
い
ま
す
。
若
者
が
政

治
参
加
し
た
く
な
る
よ
う
な

工
夫
を
お
願
い
ま
す
。

湯
田　
コ
ロ
ナ
禍
で
新
し
い

生
活
様
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
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コロナ禍での対策強化！ ９月
定例会

令和２年第６回９月定例会は９月４日から9月17日までの15日間の会期で開催されました。
市長提案により、予算案14件、条例案2件、報告2件、人事案件18件、その他6件と、議会から議会
案4件が提出されました。

補正予算の主な事業

新制度移行に伴う経過措置として、基準日３月31日か
ら６カ月以内の申請に対する補助金。

［補正額］5,900千円

塩川地区の土砂災害警戒区域６カ所にかかるハザード
マップの作成業務を委託。

［事業費］2,099千円

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている市内経
済や市民生活を支援するため、全市民へ商品券を配布
し、また、プレミアム付商品券を発行。

［事業費］535,140千円

消費喚起・生活応援プレミアム付商品券発行事業

若者定住促進事業補助金

ハザードマップ作成業務委託料

喜多方綾金工業団地用地内における転石等の撤去工事
等にかかる損害賠償。

［補正額］10,024千円

工業団地管理経費

令和２年度　補正予算
会計 補正額 累計

一　　　　　般 2億5,003万5千円 324億9,988万6千円
特　　　　　別 2億4,099万5千円 122億　290万2千円
下 水 道（収入） 1,581万  　円 20億　468万5千円
    〃  　（支出） 1,956万1千円 22億9,074万7千円
水　　道（収入） ー 14億4,309万5千円
    〃  　（支出） 819万  　円 17億9,463万6千円
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
市
内

事
業
者
の
業
況
悪
化
に
よ
る
市

税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
。

特
に
法
人
市
民
税
は
、
昨
年

度
ま
で
順
調
に
推
移
し
て
き
た

が
、
４
月
〜
６
月
で
15
％
減
少

と
い
う
状
況
を
見
れ
ば
、
今
後

の
税
収
は
厳
し
い
も
の
が
予
想

さ
れ
る
。

市
税
減
額
の
内
訳
は
？

個
人
市
民
税
の
減
免
が
４
件

で
37
万
５
千
円
、
徴
収
猶
予
が

８
件
で
265
万
円
で
あ
る
。

法
人
市
民
税
は
徴
収
猶
予
が

６
件
で
266
万
円
、
今
後
の
減
収

見
込
み
分
が
１
千
583
万
６
千
円

で
あ
り
、
固
定
資
産
税
は
徴
収

猶
予
が
13
件
516
万
９
千
円
で
あ

る
。

市
税
減
免
と
徴
収
猶
予
の
対
象

税
目
と
要
件
は
？

徴
収
猶
予
の
対
象
税
目
は
、

全
て
の
市
税
と
国
民
健
康
保
険

税
で
あ
り
、
要
件
は
令
和
２
年

２
月
以
降
任
意
の
１
カ
月
以
上

の
期
間
に
お
い
て
、
収
入
が
減

少
し
一
次
納
税
が
困
難
な
方
で

あ
る
。

個
人
市
民
税
は
、
令
和
２
年

の
所
得
見
込
み
が
前
年
の
所
得

と
比
べ
て
30
％
以
上
減
少
す
る

方
。
国
民
健
康
保
険
税
は
、
令

和
２
年
の
世
帯
所
得
見
込
み
が

30
％
以
上
減
少
し
て
、
納
付
が

困
難
な
世
帯
で
あ
る
。

市
民
へ
の
周
知
は
？

納
税
通
知
に
制
度
の
内
容
を

同
封
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
載
せ
て
い
る
。
ま
た
、
10

月
の
市
広
報
で
制
度
を
お
知
ら

せ
す
る
。

議
案
審
議
・
委
員
会
の
審
査
か
ら 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
市
税
が
減
収

文
化
芸
術
創
造
都
市
と
は
、

文
化
芸
術
が
持
つ
創
造
的
な
考

え
方
を
都
市
の
再
生
、
地
域
振

興
な
ど
に
活
か
す
と
い
う
理
念

に
基
づ
き
行
政
、
芸
術
家
、
文

化
団
体
、
企
業
、
住
民
な
ど
が

連
携
し
て
文
化
と
ま
ち
づ
く
り

を
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
は
具
体

的
に
何
を
求
め
て
い
く
の
か
？

地
域
お
こ
し
協
力
隊
１
名
を

非
常
勤
職
員
と
し
て
採
用
し
て
、

ま
ず
は
芸
術
活
動
等
の
現
状
の

把
握
、
意
見
交
換
な
ど
市
民
の

方
と
の
交
流
を
持
ち
、
自
ら
考

え
て
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

例
え
ば
空
き
蔵
の
活
用
を
考

え
た
り
、
文
化
芸
術
創
造
都
市

推
進
事
業
実
施
へ
の
支
援
を
し

た
り
、
計
画
策
定
に
市
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
て
い
く
。

文
化
芸
術
創
造
都
市
を
め
ざ
し
て

募
集
要
件
は
あ
る
の
か
、
ま
た

時
期
は
い
つ
に
な
る
の
か
？

学
芸
員
の
資
格
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
話
が
出
て
い
る
が
、

募
集
要
項
に
つ
い
て
は
最
終
的

に
詰
め
て
い
る
。

時
期
に
つ
い
て
は
議
決
後
す

み
や
か
に
募
集
を
開
始
し
、
早

け
れ
ば
11
月
か
ら
採
用
し
た
い
。喜多方市地域おこし協力隊
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国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
包
括
支
援
事
業

で
、
10
分
の
10
の
補
助
金
を
活

用
す
る
。

こ
ど
も
園
10
園
及
び
児
童
ク

ラ
ブ
の
各
施
設
の
入
り
口
、
玄

関
ホ
ー
ル
等
に
顔
認
証
端
末
を

設
置
し
、
機
器
の
前
で
温
度
を

自
動
的
に
測
定
す
る
機
器
で
あ

る
。

機
器
の
機
能
は
？

マ
ス
ク
を
つ
け
て
い
な
い
場

合
、
あ
る
い
は
マ
ス
ク
を
き
ち

ん
と
つ
け
て
い
な
い
状
態
、
例

え
ば
、
鼻
が
出
て
い
た
り
な
ど
、

そ
の
よ
う
な
場
合
に
ア
ラ
ー
ト

情
報
を
発
す
る
。

同
時
に
、
事
務
室
の
職
員
に

通
知
す
る
機
能
が
あ
り
、
玄
関

等
に
人
を
配
置
す
る
こ
と
な
く

監
視
で
き
る
。

補
正
計
上
の
経
過
は
？

国
か
ら
対
策
の
補
助
金
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
私
立
の
施
設
に

つ
い
て
意
向
を
聞
き
、
そ
れ
ぞ

こ
ど
も
園
・
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
に

温
度
顔
認
証
端
末
機
器
を
設
置

慶
徳
町
川
前
地
区
を

「
水
道
未
普
及
地
区
飲
料
水
確
保
」モ
デ
ル
地
区
に

水
道
未
普
及
地
区
飲
料
水
確

保
対
策
事
業
は
、
未
普
及
地
区

に
浄
水
器
と
除
菌
器
を
購
入
設

置
し
良
質
な
飲
料
水
を
確
保
す

る
た
め
の
も
の
で
、
モ
デ
ル
地

区
と
し
て
慶
徳
町
川
前
地
区
が

対
象
と
な
る
。
今
後
は
、
他
の

未
普
及
地
区
に
展
開
す
る
。

設
置
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
経

過
は
？

当
初
予
算
で
浄
水
器
の
み
を

想
定
し
て
い
た
が
、
水
質
検
査

を
し
た
と
こ
ろ
不
適
合
と
判
明
。

除
菌
器
を
加
え
れ
ば
大
幅
に

改
善
化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
不
足

分
の
予
算
を
今
回
追
加
補
正
し

事
業
を
進
め
る
。

設
置
、
維
持
管
理
な
ど
経
費
は

ど
の
程
度
に
な
る
か
？

設
置
す
る
た
め
の
補
助
率
は

10
分
の
８
で
、
上
限
は
20
万
円

で
あ
る
。
自
己
負
担
は
７
万
円

程
度
と
み
て
い
る
。

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
浄

水
器
の
フ
ィ
ル
タ
ー
交
換
・
除

菌
器
の
薬
剤
な
ど
メ
ー
カ
ー
に

よ
っ
て
違
う
が
試
算
の
結
果
、

水
道
水
よ
り
安
価
で
あ
る
と
考

え
る
。

今
後
の
普
及
の
考
え
方
は
？

未
普
及
地
区
は
、
川
前
も
含

め
て
14
行
政
区
、
集
落
的
に
は

20
集
落
、
戸
数
は
63
に
な
る
。

来
年
以
降
、
制
度
の
周
知
を

図
り
普
及
を
進
め
る
。

れ
の
施
設
が
必
要
な
物
品
の
購

入
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と

と
し
た
。
公
立
に
つ
い
て
は
、

各
こ
ど
も
園
の
園
長
会
議
を
催

し
、
ど
う
い
っ
た
対
策
が
よ
い

か
知
恵
を
持
ち
寄
っ
た
中
で
、

顔
認
証
端
末
導
入
の
提
案
が
あ

り
、
こ
ど
も
園
と
児
童
ク
ラ
ブ

に
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

１
台
の
単
価
は
？

温
度
顔
認
証
端
末
の
本
体

が
、
想
定
し
て
い
る
機
器
の
参

考
見
積
も
り
が
27
万
８
千
円
。

ア
ラ
ー
ト
が
出
た
場
合
の
受
信

の
設
備
は
４
万
２
千
円
に
な
る
。

6市議会だより 喜多方　第43号

９
月
定
例
会



市
が
売
却
し
た
喜
多
方
綾
金

工
業
団
地
内
用
地
に
お
い
て
、

誘
致
企
業
が
工
場
建
設
の
た
め

に
行
っ
た
基
礎
工
事
の
際
に
地

中
か
ら
転
石
等
が
発
見
さ
れ
、

追
加
工
事
に
係
る
費
用
に
対
し

て
損
害
賠
償
が
生
じ
た
。

損
害
賠
償
金
の
額
が
確
定
す
る

ま
で
の
経
緯
は
？

転
石
の
撤
去
と
地
盤
改
良
の

追
加
工
事
経
費
、
約
一
千
万
円

の
賠
償
金
額
の
確
定
は
、
一
般

財
団
法
人
ふ
く
し
ま
市
町
村
支

援
機
構
へ
依
頼
し
、
撤
去
工
事

の
工
法
や
費
用
に
つ
い
て
の
妥

当
性
を
確
認
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
支
援
機

構
の
地
域
支
援
事
業
の
業
務
と

し
て
無
償
で
対
応
さ
れ
、
市
の

経
費
は
発
生
し
て
い
な
い
。

工
事
の
経
緯
は
？

基
礎
工
事
は
、
柱
状
改
良
工

事
で
、
地
中
５
ｍ
位
ま
で
穴
を

掘
り
、
セ
メ
ン
ト
を
注
入
し
柱

298
本
を
施
工
し
た
。

条
例
の
制
定
は
兼
ね
て
よ
り

関
係
団
体
か
ら
の
要
望
や
一
般

質
問
で
も
取
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

条
例
作
成
に
際
し
関
係
団
体

と
打
合
せ
を
重
ね
、
先
ず
条
例

を
策
定
す
る
こ
と
が
最
優
先
と

し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。

総
括
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す

る
考
え
方
と
流
れ
は
？

福
祉
の
最
上
位
計
画
で
あ
る

「
地
域
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
実

施
す
る
事
業
、
第
３
次
障
が
い

者
計
画
と
必
要
に
よ
り
同
計
画

の
見
直
し
に
盛
り
込
み
進
め
る

考
え
で
あ
る
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
が
進

め
ら
れ
る
の
か
？

昨
年
度
か
ら
手
話
相
談
窓
口

の
設
置
、
具
体
的
に
は
、
手
話

を
学
ぶ
機
会
、
手
話
通
訳
者
の

確
保
・
養
成
、
手
話
が
使
い
や

す
い
環
境
の
整
備
、
事
業
者
へ

の
支
援
と
学
校
に
お
け
る
普
及

を
考
え
て
い
る
。

そ
の
際
１
ｍ
を
超
え
る
石

（
転
石
）
が
出
土
し
、
入
れ
替

え
た
土
砂
量
は
2
千
㎥
、
転
石

量
は
約
50
㎥
だ
っ
た
。

瑕
疵
担
保
責
任（
※
）の
範
囲
は
？

事
前
調
査
個
所
か
ら
は
転
石

が
確
認
さ
れ
ず
、
誘
致
企
業
に

は
転
石
が
な
い
も
の
と
し
て
売

買
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
情
報

提
供
が
で
き
な
か
っ
た
事
は
瑕

疵
と
考
え
る
。

今
後
、誘
致
企
業
へ
の
説
明
は
？

分
譲
さ
れ
る
企
業
に
対
し

て
、
あ
ら
か
じ
め
大
き
な
転
石

等
の
出
土
の
可
能
性
を
伝
え
、

信
頼
関
係
を
も
っ
て
丁
寧
に
対

応
し
て
い
く
。

市
民
、
事
業
者
に
ど
う
理
解
を

求
め
る
？

９
月
の
補
正
予
算
で
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
・
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ

ー
を
作
成
し
、
市
民
・
事
業
者
・

学
校
関
係
者
・
関
連
団
体
に
配

布
し
周
知
・
啓
発
に
取
組
む
。

手
話
通
訳
の
人
材
育
成
は
？

市
主
催
の
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
と
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の

た
め
県
が
開
催
す
る
手
話
通
訳

者
養
成
講
座
に
参
加
す
る
際
に

補
助
し
て
い
る
。

将
来
的
に
は
全
職
員
を
対
象

と
し
た
手
話
研
修
会
を
実
施
す

る
考
え
で
あ
る
。

綾
金
工
業
団
地
内
用
地
の

損
害
賠
償
で
熱
い
議
論
！

市
手
話
言
語
条
例
可
決

手
話
が
人
と
人
と
の
意
思
疎
通
、
手
話
普
及
へ

※
瑕
疵
担
保
責
任
と
は
…

　

売
買
契
約
で
、
購
入
時
点
で
明
ら

か
に
な
っ
て
い
な
い
隠
れ
た
瑕
疵

が
あ
っ
た
場
合
の
損
害
賠
償
な
ど

の
責
任
の
こ
と
。

本会議の様子を市民ホールで見守る
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生活応援消費喚起プレミアム付商品券発行事業の変更
先の７月21日に開催された喜多方市議会臨時会において、プレミアム付商品券発行事業が

提出され、時間をかけ慎重審議がされました。（概要は市議会だより第42号に掲載）
しかし、９月定例会初日の９月３日に、その事業内容を変更して実施するための修正予算（予

算組替）が提出されました。同日、先決議案として審議され、全会一致で可決されました。

なぜ、臨時議会で議決されたものを、実施することなく事業変更するのか？
当初（６月）の予想以上に新型コロナ感染症の第一波による喜多方市内の事業者に対す

る経済的な悪影響は大きく、現在も感染が拡大し第二波に至っていること、７月末から８
月の様々な調査で実態が明白になり、市内事業者及び市民生活について深刻な状況にある
こと、さらに、議会からの早急な経済効果を図るための提案、商工会議所などの経済団体
から、年末年始の売り出しと合わせた消費喚起対策の要望があったことなどから、即効性
のある商品券の発行とプレミアム付き商品券事業へ変更して秋から冬にかけての生活応援、
消費喚起、地域経済応援を図ることとした。

９月議会で本事業の変更案を提出することについて執行機関としての責任をどう考えるか？
重く受け止めている。
※責任者である市長と副市長の報酬について、10分の１、一ヵ月減額する議案が、９月

定例会最終日に追加提案され全会一致で可決された。

今後の状況によっては、追加の経済対策が求められるが市はどのように対応するのか？
　新型コロナ感染症対策は、迅速な対応が必要であり、今後も状況を的確に把握し対策を
検討する。国に更なる自治体への予算措置を始めとした対応を強く求めることが必要と考
える。
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喜多方市議会では、新しい生活様式の実践によるウイズコロナ社会に適応した安定的な議
会運営を確保するため、申し合わせ事項の見直しを行いました。

所
管
事
務
調
査

綾
金
工
業
団
地
の
現
地
調
査

喜
多
方
綾
金
工
業
団
地
地
内
用
地
に
お

い
て
、
工
事
建
設
の
基
礎
工
事
の
際
に
、

地
中
か
ら
転
石
等
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
撤

去
工
事
及
び
追
加
工
事
に
係
る
費
用
が
生

じ
た
こ
と
か
ら
、９
月
定
例
会
に
お
い
て
、

そ
の
損
害
賠
償
に
つ
い
て
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。（
関
連
記
事
７
ペ
ー
ジ
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
現
地
の

調
査
と
、
同
用
地
内
の
造
成
工
事
の
進
捗

状
況
の
確
認
の
た
め
、
９
月
14
日
（
月
）

に
所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

感
染
症
対
策
の
徹
底
の
も
と
開
催
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
開
会
中
に
市
内
に
お

い
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

傍
聴
を
お
控
え
い
た
だ
く
な
ど
の
対
応
を

と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
傍
聴
を
予

定
さ
れ
て
い
た
市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
的
に
感
染
拡
大
が
続
く
中
、
陽
性

患
者
や
そ
の
家
族
、
濃
厚
接
触
者
、
医
療

従
事
者
、
ま
た
関
係
す
る
職
場
や
学
校
等

に
対
す
る
誹
謗
中
傷
な
ど
、
不
当
な
差
別

に
関
す
る
報
道
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
た

い
へ
ん
心
を
痛
め
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
誰
も
が
感
染
し
う
る
病
気

で
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
正
確
な
情
報
に
基
づ
き
、
冷
静

か
つ
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
お
願
い
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

議
長
か
ら
の

　
メ
ッ
セ
ー
ジ

新型コロナウイルス感染症対策会議
議会の傍聴について見直しました！

●議員等の移動を伴う場合は、感染防止対策の徹
底など感染リスク対策を十分に行います。

●傍聴を希望される方には、手指の消毒等とマス
クの着用にご協力いただくとともに、受付簿へ
の氏名・住所・年齢・連絡先の記入と、入場前
の検温をお願いいたします。

●議員等に感染が確認された場合は、保健所の指
導に従い適切な対応をとります。

●議会の会議の開催に影響が及ぶような場合は、
日程の調整や変更などの必要な対応を行います。

感染防止対策

感染が拡大した場合の対応

●感染状況を踏まえ、受入れの見合わせや、受
入れ地域の制限を行います。

●受入れの再開は、感染状況や周辺自治体の対
応を参考に、受入れ地域を徐々に拡げるなど、
的確に対応します。

●派遣先の感染状況及び受入状況を十分考慮し
実施します。

●派遣先では、感染防止対策を徹底します。

行政視察の受入れ

派遣等の対応
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小
澤
　
誠 

議
員

 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
学

校
の
活
動
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
る
中
で
、
各
方
面

か
ら
少
人
数
学
級
を
求
め

る
声
が
起
こ
り
、
国
に
も

そ
の
動
き
が
出
て
い
る
。

こ
れ
は
な
ぜ
だ
と
思
う
か
。

ま
た
、
少
人
数
学
級
の
意

義
に
つ
い
て
も
伺
う
。

　
「
新
し
い
生
活
様
式
」

を
踏
ま
え
、
密
接
・

密
集
を
回
避
す
る
た
め
の

検
討
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
本
市
が
小
中
学
校
で

20
人
学
級
を
実
施
し

よ
う
と
す
れ
ば
、
ど
の
く

ら
い
学
級
と
教
職
員
を
増

や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
。
施
設
・
設
備
の
改
修

を
含
め
、
年
間
ど
の
く
ら

い
の
予
算
増
が
必
要
か
。

問答問

一般質問は、市政全般について市の方針を質すものです。
９月定例会の一般質問は９月７日から10日までの４日間行われ、18名の議員が登壇

し、市民の皆さんの生活にかかわる行政全般について質問をしました。
文面は各議員の自己編集とし、質問した項目のなかから１項目程度を要

約して掲載しております。（すべての質問項目は、オンデマンド配信でご
覧いただけます。また、開期中はインターネットで中継を配信しています。）

※各議員のQRコードをスマートフォンのバーコードリーダーで読み取ると、オンデマンド配信でご覧いただけます。

少人数学級が今なぜ求められるのか!?
３密を避けるためと認識している

一 質般 問
喜多方市政のココが知りたい！

　

増
加
す
る
学
級
数

は
、小
学
校
26
学
級
、

中
学
校
25
学
級
。
増
設
費

用
は
４
億
４
千
222
万
円
、

教
員
増
は
、小
学
校
26
名
、

中
学
校
20
名
で
あ
る
。
人

件
費
は
年
間
１
億
501
万
円

と
な
る
。

　
今
、
市
教
育
委
員
会

が
す
す
め
て
い
る

「
学
校
統
廃
合
」
は
、
少

人
数
学
級
を
求
め
る
学
校

関
係
者
の
要
望
と
は
逆
の

方
向
で
は
な
い
か
。

　

統
合
あ
り
き
で
は
な

い
。
し
か
し
、
人
口

減
少
の
中
、
適
正
規
模
適

正
配
置
は
、
今
か
ら
考
え

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

答問答

市長
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一

般

質

問

職員人事は研修を生かした人事異動にすべきではないか

有害獣被害への対策はどうする⁉

受けた研修がいずれ役に立つ人事配置をする

電気柵購入補助制度の充実や捕獲の効率化を図る

　

昨
年
度
の
職
員
研
修

は
430
人
、
そ
の
研
修

を
受
け
て
異
動
で
き
な
い

と
言
う
こ
と
で
あ
れ
ば
市

の
事
務
が
滞
っ
て
し
ま

う
。
人
事
異
動
で
職
員
の

や
る
気
ア
ッ
プ
、
モ
チ
べ

ー
シ
ョ
ン
向
上
が
大
事
で

あ
る
。
研
修
は
専
門
性
の

向
上
も
あ
る
が
、
職
員
の

資
質
向
上
を
第
一
と
考
え
、

長
い
ス
パ
ン
で
考
え
て
い

る
。
異
動
と
研
修
は
必
ず

し
も
合
致
し
な
い
。

　
先
ほ
ど
指
摘
し
た
の

は
職
員
の
専
門
性
を

高
め
る
研
修
で
あ
る
。

次
の
年
に
別
の
部
署
に

異
動
さ
れ
た
の
で
は
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
下

が
る
。
人
事
異
動
あ
り
き

で
は
な
い
の
か
。

　

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
は
必
要
で
あ
る
。

限
ら
れ
た
人
材
の
中
で
の

異
動
で
あ
る
の
で
、
そ
の

研
修
を
受
け
た
職
員
が
い

ず
れ
は
役
に
立
つ
よ
う
な

人
事
配
置
を
し
て
い
く
。

答問答

齋
藤
　
仁
一 

議
員

後
藤
　
誠
司 

議
員

　
職
員
人
事
異
動
の
基

本
的
な
考
え
は
何
か
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
新
た
な
行
政
課

題
へ
の
対
応
、
各
種
施
策

の
着
実
な
推
進
の
観
点
か

ら
組
織
体
制
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
通
し
て
組
織
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
図
る
と
共
に
、

適
材
適
所
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
組
織

新
陳
代
謝
も
考
慮
し
、
職

員
の
希
望
や
意
欲
、
心
身

の
状
況
な
ど
把
握
し
た
上

で
総
合
的
な
判
断
の
基
に

実
施
し
て
い
る
。

　
専
門
分
野
の
研
修
を

受
け
た
職
員
が
、
次

の
年
度
に
別
の
部
署
に
異

動
に
な
っ
て
い
る
例
が
見

受
け
ら
れ
る
。

こ
れ
で
は
、
職
員
の
人

材
育
成
に
な
ら
な
い
思
う

が
ど
う
か
。

問答問

　
今
年
度
も
有
害
獣
の

被
害
が
発
生
し
て
お

り
、
出
没
も
広
範
囲
に
渡

っ
て
い
る
。
有
害
獣
の
農

作
物
被
害
面
積
と
被
害
金

額
は
。

　

８
月
31
日
現
在
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
85
・
６
ア

ー
ル
17
万
円
、
ニ
ホ
ン
ザ

ル
10
・
４
ア
ー
ル
20
万
３

千
円
、
イ
ノ
シ
シ
236
・
５

ア
ー
ル
161
万
円
で
あ
る
。

　
広
範
囲
に
広
が
っ
た

市
全
体
の
鳥
獣
被
害

の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
分
析
、
対
処
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農

作
物
被
害
が
、
こ
れ

ま
で
少
な
か
っ
た
塩
川
地

区
や
高
郷
地
区
で
目
立
っ

て
き
て
い
る
。
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
に
つ
い
て
は
、
喜
多

方
地
区
や
塩
川
地
区
で
市

問答問答

街
地
近
く
に
出
没
す
る
ケ

ー
ス
が
見
ら
れ
る
。

農
作
物
被
害
防
止
対
策

と
し
て
は
、
電
気
柵
購
入

補
助
制
度
に
個
人
に
対
す

る
補
助
を
組
み
入
れ
た
こ

と
や
、
市
が
点
検
・
確
認

し
、
適
正
な
管
理
に
つ
い

て
助
言
を
し
て
い
る
。

有
害
獣
捕
獲
と
し
て
は
、

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の

協
力
を
得
て
、
よ
り
捕
獲

効
率
が
高
い
と
想
定
さ
れ

る
場
所
に
わ
な
を
設
置
す

る
こ
と
と
併
せ
、
オ
リ
ワ

ナ
通
信
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
に
よ

り
捕
獲
の
効
率
化
を
図
っ

て
い
る
。

市長

市長
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一

般

質

問

発掘調査の費用負担、市民のために再考せよ

有害獣被害に対する市の対策は！

事業者と十分協議をしながら対処したい

「被害防除」「生息環境管理」「有害捕獲」を適切に行う。

の
今
、
多
額
の
費
用
負
担

に
よ
り
、
事
業
者
の
存
続

に
か
か
わ
る
よ
う
な
状
況

を
放
っ
て
お
い
て
い
い
の

か
。

　

文
化
財
保
護
法
に
つ

い
て
は
一
自
治
体
で

解
釈
で
き
る
も
の
で
は
な

い
と
考
え
て
お
り
、
様
々

な
機
会
を
通
じ
な
が
ら
、

法
を
所
管
す
る
文
部
科
学

省
と
協
議
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

市
民
生
活
を
守
る
立
場

か
ら
、
今
後
は
開
発
行
為

の
在
り
方
も
含
め
、
事
業

者
の
考
え
と
一
致
す
る
よ

う
な
経
費
負
担
に
つ
い
て

も
協
議
を
し
て
い
く
。

　
観
光
物
産
協
会
の
自

主
運
営
の
考
え
は
。

　

自
立
に
向
け
た
組
織

体
制
の
整
備
が
必
要

と
考
え
る
。

答問答

山
口
　
和
男 

議
員

山
口
　
文
章 

議
員

　
文
化
財
保
護
法
に
は
、

発
掘
調
査
費
用
の
事

業
者
負
担
の
明
記
は
な
く
、

負
担
の
在
り
方
と
補
助
金

の
拡
充
を
き
ち
ん
と
考
え

た
方
が
よ
い
と
の
有
識
者

の
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
考

え
方
に
基
づ
い
て
こ
れ
ま

で
一
般
質
問
を
し
て
き
た

が
、改
め
て
見
解
を
伺
う
。

　

法
に
は
費
用
の
事
業

者
負
担
の
明
記
は
な

く
、
事
業
者
等
に
対
し
協

力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
さ
れ
て
い
る
。
市
で

は
、
そ
れ
に
基
づ
き
事
業

者
に
対
し
協
力
を
求
め
、

覚
書
や
契
約
締
結
に
よ
り

正
式
に
合
意
し
、
市
が
調

査
の
委
託
を
受
け
、
支
払

い
に
つ
い
て
事
業
者
に
請

求
を
行
う
手
順
と
な
る
。

　
市
民
生
活
を
守
る
観

点
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍

問答問

　
市
内
で
ク
マ
・
イ
ノ

シ
シ
・
サ
ル
の
出
没

や
農
作
物
の
被
害
が
発
生

し
て
い
る
が
、
有
害
獣
の

通
り
道
に
な
る
雑
木
林
、

や
ぶ
や
荒
れ
地
の
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

　
河
川
管
理
者
で
あ
る

県
喜
多
方
建
設
事
務

所
へ
河
川
に
か
か
る
有
害

獣
の
通
り
道
と
な
る
よ
う

な
雑
木
等
の
伐
採
を
要
望

し
て
お
り
、
計
画
的
に
実

施
し
て
い
る
。
や
ぶ
や
、

荒
れ
地
に
つ
い
て
は
、
現

地
確
認
や
集
落
環
境
診
断

の
際
に
、
住
民
の
方
へ
野

生
鳥
獣
が
出
入
り
す
る
よ

う
な
集
落
近
辺
に
あ
る
荒

れ
地
の
刈
払
い
な
ど
の
緩

衝
帯
整
備
や
、
有
害
獣
誘

引
も
と
と
な
る
未
利
用
果

樹
の
伐
採
な
ど
の
助
言
・

指
導
を
実
施
し
対
応
す

る
。 問答

　

災
害
時
の
避
難
場

所
、
避
難
所
の
開
設

は
。
ま
た
、
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
ど
の
様
に
し

て
市
民
に
周
知
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

　
水
害
で
の
避
難
場
所
、

避
難
所
が
無
い
地
域

に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の

地
域
の
避
難
場
所
、
避
難

所
へ
案
内
す
る
。
ま
た
、

状
況
に
応
じ
て
、
高
台
・

垂
直
避
難
も
考
え
ら
れ

る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

周
知
は
各
地
域
で
講
習
会

の
開
催
要
望
が
あ
り
実
施

し
て
い
る
。
年
々
講
習
会

開
催
回
数
も
増
え
て
い
る

の
で
、
今
後
も
実
施
し
て

い
く
。

問答

市長

市長
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一

般

質

問

これからの地方創生　関係人口の創出・拡大を！

所有者不明の農地活用、どう進める？

様々な角度から関りに繋がる仕組みづくりを検討

農地中間管理機構が利用権を取得し農業者へ貸付る

い
く
。

　
本
年
６
月
に
国
に
お

い
て
「
特
定
地
域
づ

く
り
事
業
協
同
組
合
制

度
」
が
創
設
さ
れ
、
新
た

な
雇
用
の
創
出
や
、移
住・

定
住
を
促
進
す
る
効
果
が

期
待
さ
れ
る
。

本
市
に
お
い
て
こ
の
制

度
を
活
用
し
て
い
く
考
え

は
な
い
か
。

　

移
住
・
定
住
促
進
に

は
、
安
定
的
な
雇
用

環
境
は
重
要
な
要
素
の
一

つ
で
あ
り
、
本
市
の
年
間

を
通
じ
た
労
働
需
要
な
ど
、

こ
の
制
度
に
よ
る
労
働
者

派
遣
事
業
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
活

用
を
検
討
し
た
い
。

問答

十
二
村 

秀
孝 

議
員

佐
原
　
正
秀 

議
員

 

　
昨
年
度
、
過
去
最
高

額
４
千
676
万
円
と
な

っ
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

今
後
の
使
途
は
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
使

途
に
つ
い
て
は
、「
豊

か
な
心
を
育
む
人
づ
く
り
」

や
「
日
中
線
し
だ
れ
桜
並

木
の
観
光
づ
く
り
」
な
ど

８
事
業
に
活
用
さ
れ
、
今

年
度
は
「
小
学
校
ト
イ
レ

洋
式
化
改
修
事
業
」「
住

宅
用
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
設
備
等
設
置
費
補
助
」

な
ど
14
事
業
に
活
用
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

寄
付
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
施
策
や
市

民
生
活
に
必
要
な
施
策
に

活
用
し
て
お
り
、
そ
の
活

用
が
寄
附
者
に
も
見
え
る

よ
う
に
情
報
提
供
に
努
め
、

寄
附
者
の
意
向
を
考
慮
し

な
が
ら
有
効
に
活
用
し
て

問答

　
所
有
者
が
特
定
で
き

な
い
場
合
、
都
道
府

県
知
事
に
よ
る
裁
定
等
に

よ
り
活
用
で
き
る
こ
と
に

な
る
が
、
捜
索
や
手
続
き

に
長
時
間
を
要
す
る
な
ど

壁
と
な
る
が
、
そ
の
対
策

は
。

　
相
続
未
登
記
農
地
が
、

今
後
増
え
る
と
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
農
地

利
用
適
正
化
推
進
活
動
等

の
際
に
制
度
内
容
を
広
く

周
知
し
手
続
き
を
敏
速
に

進
め
る
。

　
本
市
の
農
地
集
積
集

約
化
を
一
層
推
進
す

る
に
は
、
地
図
化
し
た
全

国
農
地
ナ
ビ
の
活
用
が
欠

か
せ
な
い
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が
、
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

　

農
地
に
関
す
る
情
報

を
敏
速
に
取
得
可
能

問答問答

と
な
り
、
特
に
担
い
手
農

家
の
経
営
規
模
拡
大
や
農

地
集
約
等
の
情
報
に
大
き

な
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
農
作
業
効
率
化
や
人

手
不
足
解
消
に
つ
な

げ
る
Ａ
Ｉ
の
活
用
の
推
進

を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　

Ａ
Ｉ
の
活
用
は
飛
躍

的
に
進
ん
で
お
り
課

題
解
決
に
つ
な
が
る
も
の

で
、本
市
の
農
業
の
維
持
・

発
展
に
高
い
効
果
が
期
待

で
き
る
た
め
、
技
術
習
得

等
の
対
策
を
図
る
。

問答

市長

市長

13 市議会だより 喜多方　第43号



一

般

質

問

「わくわくする喜多方」の定義は！

放課後児童クラブの充実・環境整備求める

市民の皆様との協働で創っていく

新たな施設の確保検討、来年度へ体制整備する

働
に
よ
る
、
ま
さ
に
オ
ー

ル
市
民
に
よ
る
取
組
が
大

変
重
要
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
考
え
方

も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、市
長
が
市
民
へ
「
わ

く
わ
く
す
る
」
施
策
を
発

信
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。ま
た「
わ
く
わ
く
す
る
」

＝
「
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
発
想
で
市
の
事
業
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
」
だ
と

私
は
考
え
て
い
る
。
も
っ

と
大
胆
な
発
想
で
事
業
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
見

解
を
求
め
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
新

た
な
地
方
自
治
の
あ

り
方
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

市
民
の
皆
様
の
お
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
わ
く
わ

く
す
る
行
政
運
営
に
努
め

て
い
き
た
い
。

問答

渡
部
　
一
樹 

議
員

長
澤
　
勝
幸 

議
員

　
市
長
の
政
治
姿
勢
の

一
つ
で
あ
る
「
わ
く

わ
く
す
る
喜
多
方
」
の
具

体
像
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
政
運
営
に
際
し
て

「
オ
ー
ル
市
民
で
の

ま
ち
づ
く
り
」に
心
が
け
、

市
民
一
人
一
人
の
声
や
提

言
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
基
本
的
な
考
え
と

し
て
い
る
。

自
分
の
意
見
や
提
案
が

取
り
入
れ
ら
れ
市
政
に
反

映
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
皆
様
が
市
政
に
参

画
し
て
い
る
実
感
が
得
ら

れ
、
自
分
の
夢
や
希
望
の

実
現
に
向
け
た
意
欲
や
期

待
感
の
高
ま
り
が
「
わ
く

わ
く
」
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

「
わ
く
わ
く
す
る
喜
多

方
」
を
創
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
市
民
の
皆
様
と
協

問答

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
共
稼
ぎ
家
庭
が

増
え
る
中
で
社
会
的
ニ
ー

ズ
が
急
速
に
高
ま
り
、
保

育
所
と
同
等
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。

本
市
の
利
用
者
増
に
よ

る
今
後
の
施
設
整
備
へ
の

財
政
的
措
置
や
来
年
度
に

向
け
た
恒
久
的
な
計
画
の

見
通
し
、
登
録
児
童
数
が

多
い
塩
川
児
童
ク
ラ
ブ
の

当
面
の
対
応
は
ど
う
か
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
は
全
体

と
し
て
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。「
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
」
の
意
見
を
聞

き
、
施
設
の
整
備
・
改
修
、

市
有
施
設
や
民
間
の
空
き

施
設
の
活
用
な
ど
を
検
討

し
、
中
期
財
政
計
画
に
位

置
づ
け
計
画
的
に
整
備
す

る
。塩

川
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

来
年
度
も
登
録
児
童
数
の

問答

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
当
面
、
隣
接
す
る

既
存
施
設
の
利
用
と
新
た

な
施
設
の
確
保
を
検
討
し
、

来
年
度
に
向
け
て
早
期
に

体
制
を
整
備
す
る
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
の
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
３
密

を
避
け
る
環
境
整
備
は
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
対
応

が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
確
保
が
困
難

な
場
面
も
考
え
ら
れ
、
感

染
予
防
策
を
基
本
に
室
内

の
換
気
、
分
散
活
動
、
リ

ス
ク
の
高
い
飲
食
機
会
の

制
限
を
実
施
し
て
い
る
。

国
の
補
助
金
を
活
用
し
、

温
度
顔
認
証
端
末
や
空
気

清
浄
機
を
整
備
す
る
。

問答

市長

市長
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一

般

質

問

出来秋の米価下落、農業農村問題を伺う

高齢者に対する熱中症対策の取り組みは

稲作農家の再生産と経営継続の為、対策を取る

高齢者にやさしい住まいのエアコン設置助成事業を行っている

め
る
若
者
を
本
市
に
呼
び

込
む
為
本
市
の
魅
力
を
実

感
し
て
い
た
だ
く
研
修
や

体
験
を
実
施
す
る
と
共
に

様
々
な
情
報
発
信
を
行
う
。

　
日
本
酒
や
味
噌
醤
油

な
ど
醸
造
業
が
盛
ん

な
本
市
に
と
っ
て
、
米
由

来
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

な
ど
新
し
い
用
途
開
発
の

考
え
を
伺
う
。

　

平
成
30
年
か
ら
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
用
米

は
産
地
交
付
金
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
技
術
革
新

が
進
め
ば
事
業
化
の
可
能

性
も
あ
る
の
で
、
調
査
研

究
を
進
め
る
。

問答

小
島
　
雄
一 

議
員

菊
地 

と
も
子 

議
員

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
、
お
米
の
消
費

状
況
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
。
業
務
用
が
増
え
て

い
る
会
津
米
も
価
格
下
落

が
心
配
さ
れ
る
。
対
策
を

伺
う
。

　

本
市
の
昨
年
度
米
の

販
売
状
況
は
全
て
の

米
が
販
売
先
が
決
ま
っ
て

い
る
も
の
の
、
消
費
の
落

ち
込
み
に
よ
り
出
庫
の
遅

れ
が
見
ら
れ
る
。
国
全
体

も
過
剰
作
付
の
傾
向
に
あ

り
民
間
在
庫
量
が
増
え
て

い
る
た
め
米
価
は
下
落
傾

向
で
あ
る
。
尚
、
価
格
が

大
幅
に
下
落
し
た
場
合
は

関
係
機
関
と
連
携
し
て
し

っ
か
り
と
対
応
す
る
。

　
田
園
回
帰
就
農
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と

し
て
田
園
回
帰
を
求

問答問答

　
昨
年
度
並
び
に
今
年

度
の
熱
中
症
に
よ
る

救
急
搬
送
の
件
数
は
。

　

昨
年
度
は
38
件
、
今

年
度
８
月
末
現
在
で

は
28
件
で
あ
る
。

　
市
全
体
の
熱
中
症
対

策
の
取
り
組
み
は
。

　

子
供
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
熱
中
症
予
防
に

関
す
る
情
報
を
市
の
広
報

や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

掲
載
す
る
と
と
も
に
、
ポ

ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

に
よ
る
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
熱
中
症

の
危
険
が
あ
る
と
判
断
さ

れ
た
場
合
に
は
、
緊
急
情

報
と
し
て
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
と
防
災
情

報
メ
ー
ル
で
の
配
信
を
行

っ
て
い
る
。
併
せ
て
防
災

無
線
や
屋
外
拡
声
器
、
防

災
ラ
ジ
オ
、
公
用
車
拡
声

問答問答

器
等
を
活
用
し
た
情
報
提

供
と
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
る
。

　
高
齢
者
へ
の
熱
中
症

対
策
は
。

　

対
策
の
一
つ
と
し
て

昨
年
度
か
ら
、「
高

齢
者
に
や
さ
し
い
住
ま
い

の
エ
ア
コ
ン
設
置
助
成
事

業
」
を
行
い
、
設
置
費
用

の
一
部
を
助
成
し
、
高
齢

者
世
帯
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
を
促
進
し
て
い
る
。

　
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
は
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
な
ど

を
考
慮
し
、
慎
重
に
判
断

す
る
。

問答問答

市長

市長
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一

般

質

問

佐賀県武雄市立図書館

PCR検査、喜多方でいつでもできる体制整備を！

複合施設における図書館の設計は

発熱外来・民間医療機関での検査を協議中

指定管理者の意見なども参考にしながら進める

　
国
で
も
、
民
間
医
療

機
関
で
直
接
検
査
出

来
る
体
制
整
備
を
進
め
る

と
の
報
道
だ
が
、
本
市
で

も
実
施
出
来
る
よ
う
、
市

は
支
援
す
べ
き
で
は
。

　

可
能
か
ど
う
か
協
議

し
て
い
く
。

※
10
月
12
日
か
ら
実
施

　
経
済
対
策
の
拡
充
に

つ
い
て
国
へ
の
要
望

は
？

　

県
、
市
長
会
な
ど
を

通
じ
て
要
望
を
し
て

い
る
が
、
今
後
も
要
望
を

し
て
い
く
考
え
で
い
る
。

　
消
費
の
落
ち
込
み
回

復
へ
消
費
税
の
５
％

へ
の
引
き
下
げ
、
所
得
税

中
心
の
税
制
改
正
を
要
望

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

消
費
税
率
の
引
き
下

げ
等
に
つ
い
て
は
、

国
に
お
い
て
論
議
さ
れ
る

べ
き
も
の
と
考
え
る
。

問答問答問答

矢
吹
　
哲
哉 

議
員

上
野 

利
一
郎 

議
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
広
が
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
体
制
の
現
状
は
？

　

６
月
下
旬
か
ら
再
び

都
市
圏
を
中
心
に
感

染
が
拡
大
し
ピ
ー
ク
は
過

ぎ
た
が
、
県
内
で
は
感
染

が
続
い
て
い
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
体
制
に
つ
い
て
は
、

感
染
の
有
無
を
早
期
に
確

認
出
来
る
体
制
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
県
、
市
の
具
体
的
な

拡
充
対
策
は
？

　

県
に
お
い
て
は
、
民

間
医
療
機
関
で
の
検

査
体
制
の
拡
充
を
行
な
っ

て
い
る
。
市
で
は
、
発
熱

外
来
診
療
所
に
お
い
て
、

検
体
採
取
が
で
き
る
よ

う
、
喜
多
方
医
師
会
と
協

議
を
し
て
い
る
。

問答問答

　
新
図
書
館
の
整
備
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
「
ひ
と
づ
く
り
・
交

流
拠
点
複
合
施
設
」

の
第
二
期
工
事
と
し
て
、

令
和
５
年
度
か
ら
設
計
業

務
に
着
手
し
、
令
和
６
年

度
か
ら
令
和
７
年
度
に
か

け
て
建
設
工
事
を
行
い
、

令
和
７
年
度
中
の
供
用
開

始
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
ど
の
よ
う
に
詳
細
仕

様
の
決
定
や
、
空
間

デ
ザ
イ
ン
を
構
築
す
る
の

か
。

　

利
用
者
の
利
便
性
や

満
足
度
が
高
め
ら
れ

る
機
能
的
な
図
書
館
と
な

る
よ
う
、
設
計
業
務
の
着

手
ま
で
に
、
利
用
者
の
要

望
や
ニ
ー
ズ
の
聞
き
取
り

を
行
う
と
と
も
に
、
効
率

的
・
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
つ
い
て
、
指
定

問答問答

管
理
者
の
意
見
な
ど
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
協
議
・

検
討
を
進
め
、
設
計
に
反

映
す
る
。

　
来
館
者
数
と
図
書
貸

し
出
し
数
を
大
幅
に

増
や
す
こ
と
が
で
き
た
、

佐
賀
県
武
雄
市
立
図
書
館

や
岡
山
県
高
梁
市
立
図
書

館
の
先
進
地
事
例
等
か
ら

応
用
で
き
る
内
容
は
。

　
「
観
光
図
書
館
」
と

し
て
の
位
置
付
け
等

や
、
ご
紹
介
の
あ
り
ま
し

た
図
書
館
の
先
進
事
例
を

参
考
と
す
る
こ
と
な
ど
に

つ
き
ま
し
て
も
、
併
せ
て

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問答

市長

市長
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一

般

質

問

行政効果の低下が目立つ毎年繰り返す事業は？

喜多方市長期人口ビジョンは見直す必要あり!?

各事業効果の検証をさらに進めて参る

人口減少は多くの自治体における共通課題である

　
た
く
さ
ん
あ
る
事
業

の
中
で
、
具
体
的
に

二
つ
質
問
す
る
。
き
た
か

た
夏
祭
り
の
盆
お
ど
り
と

喜
多
方
冬
ま
つ
り
に
つ
い

て
は
毎
年
、
同
じ
こ
と
を

繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
に

思
う
。

行
政
効
果
が
落
ち
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
？

　

い
ろ
い
ろ
な
事
業
に

つ
い
て
、
事
業
効
果

を
検
証
し
て
参
り
た
い
。

問答

伊
藤
　
弘
明 

議
員

蛭
川
　
靖
弘 

議
員

　
私
は
、
若
い
頃
東
京

の
民
間
企
業
で
働
い

て
い
た
時
に
上
司
の
役
員

で
あ
っ
た
方
か
ら
、
仕
事

は
常
に
新
し
い
事
に
挑
戦

し
な
が
ら
進
め
な
い
と
い

け
な
い
。
同
じ
こ
と
を
毎

年
続
け
て
い
る
と
長
期
低

落
傾
向
に
陥
っ
て
業
績
が

低
下
し
て
行
く
。
新
た
な

事
を
常
に
考
え
て
仕
事
を

し
な
さ
い
、
と
教
え
ら
れ

た
。市

役
所
だ
っ
て
同
じ
こ

と
で
、
常
に
新
た
な
事
を

念
頭
に
置
い
て
仕
事
に
あ

た
る
べ
き
だ
。
い
か
が
考

え
る
か
？

　

事
業
の
評
価
に
つ
い

て
は
毎
年
、
市
役
所

全
体
で
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
外
部
か
ら
専
門
家
の

先
生
に
来
て
頂
い
て
厳
し

く
事
業
の
評
価
を
し
て
頂

い
て
い
る
。

問答

　
本
市
で
は
昨
年
12
月

に
長
期
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
第
２
版
を
発
行
し
た
ば

か
り
で
あ
る
が
、
市
が
掲

げ
た
将
来
展
望
人
口
と
、

実
際
の
市
の
人
口
推
移
と

出
生
数
に
は
大
き
な
乖
離

が
発
生
し
て
い
る
。
そ
の

要
因
と
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

　

出
生
数
の
減
少
は
、

若
い
世
代
の
人
口
減

少
に
よ
る
未
婚
や
晩
婚
化

に
伴
う
「
晩
産
化
」
が
原

因
と
考
え
ら
れ
る
。
将
来

展
望
人
口
に
つ
い
て
は
、

現
在
実
施
し
て
い
る
人
口

減
少
対
策
の
様
々
な
施
策

に
よ
る
効
果
が
現
れ
る
ま

で
、
も
う
し
ば
ら
く
推
移

を
見
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

問答

　
「
人
口
減
少
」
は
避

け
よ
う
の
な
い
「
事

象
」
で
あ
り
、
人
口
を
維

持
す
る
政
策
や
施
策
を
立

案
実
施
す
る
よ
り
も
、「
人

口
減
少
」
を
受
け
入
れ
た

中
で
市
民
が
い
か
に
幸
せ

で
活
き
活
き
と
暮
ら
せ
る

か
を
目
指
す
方
向
に
舵
を

切
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、市
長
の
意
向
を
伺
う
。

　

人
口
減
少
に
伴
う
施

策
の
方
向
性
に
つ
い

て
は
、
全
国
の
多
く
の
自

治
体
に
お
け
る
共
通
の
課

題
で
あ
り
避
け
る
こ
と
が

出
来
な
い
。
私
達
に
は
、

先
人
が
築
き
上
げ
た
こ
の

豊
か
で
素
晴
ら
し
い
喜
多

方
を
未
来
へ
紡
い
で
い
く

責
任
が
あ
る
。

問答

市長

市長
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一

般

質

問

市民サービスを低下させない執務体制の構築を！

厳しい就職環境にある高校生の後押しを！

優先度の高い業務に人員等を集中させ市民サービスの維持に対応

関係団体と連携し、高校生の雇用確保に取り組む

イ
ル
ス
感
染
が
発
生
・
拡

大
し
た
場
合
は
、
感
染
の

状
況
に
よ
り
出
勤
す
る
職

員
の
数
を
減
ら
し
業
務
に

当
た
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。「喜

多
方
市
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
業
務
継

続
計
画
」
に
お
い
て
、
優

先
し
て
行
う
業
務
と
縮

小
・
休
止
・
中
断
す
る
業

務
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て

お
り
、
こ
の
計
画
に
基
づ

き
市
民
生
活
に
必
要
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
優
先
度
の
高

い
業
務
に
人
員
等
を
集
中

さ
せ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
に
対
応
し
て
参
る
考

え
で
あ
る
。

坂
内
　
鉄
次 

議
員

五
十
嵐 

吉
也 

議
員

　
市
職
員
の
人
事
管
理

か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

低
下
さ
せ
な
い
執
務
体
制

の
構
築
に
つ
い
て
の
現
状

と
今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
を
踏
ま
え
た

業
務
体
制
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
市
役
所
機
能

を
維
持
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
施
策
を
含
む
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

市
役
所
に
お
け
る
感
染

拡
大
の
未
然
防
止
と
市
役

所
機
能
の
維
持
を
図
る
た

め
、
在
宅
勤
務
や
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
環

境
整
備
を
行
う
と
と
も
に

複
数
の
課
で
試
験
的
に
業

務
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。今

後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

問答

　
来
春
就
職
す
る
生
徒

の
雇
用
情
勢
が
厳
し

く
、
行
政
は
積
極
的
に
後

押
し
す
べ
き
で
あ
る
が
、

支
援
策
は
何
か
。

　
県
会
津
地
方
振
興
局
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の

合
同
で
喜
多
方
商
工
会
議

所
等
及
び
市
内
企
業
を
訪

問
し
、
高
校
生
の
雇
用
確

保
に
取
り
組
む
。

　
私
道
へ
の
下
水
道
工

事
を
行
う
場
合
、
所

有
者
全
員
の
同
意
書
等
を

条
件
と
す
る
が
、
個
人
情

報
保
護
法
等
も
あ
り
、
不

明
の
共
有
者
を
探
す
の
は

難
し
い
。
条
件
を
見
直
す

考
え
は
あ
る
か
。

　

下
水
道
布
設
工
事
は

原
則
公
道
と
す
る
。

私
道
に
つ
い
て
は
、
布
設

後
の
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
所

有
者
全
員
の
同
意
等
が
条

問答問答

件
と
す
る
。

　
法
務
省
は
、
共
有
地

の
所
有
者
不
明
で
自

治
体
や
工
事
施
工
者
等
に

ト
ラ
ブ
ル
が
顕
在
化
し
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
民
法

の
解
釈
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
そ
の

中
で
、
下
水
道
工
事
は
共

有
物
を
大
き
く
変
え
な
い

範
囲
な
の
で
過
半
数
の
同

意
で
可
能
と
し
た
。
下
水

道
施
設
設
備
要
綱
を
見
直

す
か
、
見
直
さ
な
い
と
す

れ
ば
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

無
視
す
る
の
か
。

　

現
在
、
見
直
す
予
定

は
な
い
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
つ
い
て
は
精
査
す

る
。 問答

市長

市長
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一

般

質

問

決算特別委員会を開催しました

今後の新型コロナウイルス感染症対策は!
身近な感染リスクに危機意識を持つよう徹底する

　
市
内
全
世
帯
へ
の
マ

ス
ク
配
布
の
効
果
は
。

　

国
内
で
販
売
さ
れ
て

い
る
マ
ス
ク
が
品
薄

の
状
態
と
な
り
、
市
内
に

お
い
て
も
購
入
が
困
難
な

状
況
が
続
い
て
い
た
こ
と

か
ら
、
配
布
を
行
っ
た
。

配
布
に
際
し
、
マ
ス
ク
と

と
も
に
、
感
染
予
防
の
留

意
点
、
自
宅
で
で
き
る
簡

単
な
消
毒
の
方
法
、
発
熱

時
の
相
談
先
及
び
受
診
の

目
安
な
ど
を
記
載
し
た
チ

ラ
シ
も
配
布
し
た
こ
と
に

よ
り
、
感
染
予
防
の
周
知

が
図
ら
れ
、
市
民
の
安
心

感
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と

捉
え
て
い
る
。

問答

佐
藤
　
忠
孝 

議
員

　
会
津
若
松
市
や
本
市

に
お
い
て
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

が
確
認
さ
れ
た
。
今
後
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
は
ど
う
す
る

の
か
。

　

会
津
若
松
市
及
び
本

市
で
の
感
染
者
の
確

認
後
、
直
ち
に
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
身
近
な
感
染

リ
ス
ク
に
危
機
意
識
を
持

ち
、
感
染
予
防
対
策
を
徹

底
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
引
き
続
き
「
新
し
い

生
活
様
式
」
の
３
つ
の
基

本
で
あ
る
「
身
体
的
距
離

の
確
保
」、「
マ
ス
ク
の
着

用
］、「
手
洗
い
」
の
実
践

と
「
密
閉
」、「
密
接
」、「
密

集
」
の
３
密
を
回
避
す
る

よ
う
徹
底
し
、
感
染
予
防

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

問答

市長

委 員 長 後　藤　誠　司
副委員長 小　島　雄　一
委 員 小 澤 　 誠
委 員 山　口　文　章
委 員 上　野　利一郎
委 員 蛭　川　靖　弘
委 員 菊　地　とも子
委 員 齋 藤 仁 一

９月17日、決算議案についての認定審査のため、決算特別委員会が設置されました。議長によ
り８名の委員が指名され、決算特別委員会は閉会中の継続審査として、10月７日～16日まで、休
会を除き５日間の日程で開催しました。
審査の結果は12月定例会の初日に委員長から報告されます。
また、次号で審査の内容を一部ピックアップしてお伝えします。
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次のとおり審査されました

請願・陳情
趣旨 委員会

（賛成：反対）
本会議

（賛成：反対）提出者（敬称略）

請願第12　
種苗法改正案について丁寧かつ慎重
な審議を求める意見書提出の請願

種苗法改正案について、十分な国
民的議論が必要であり、拙速に進
めるべきではなく、地域農業の要
である農業者及び消費者に大きな
影響を与えることのないよう、慎
重な審議を求めるもの

産業建設常任委員会

採択
13：８採択

４：２全日本農民組合喜多方支部
代表　堺　百人

請願第13
核兵器禁止条約の批准を求める意見
書提出の請願

2017 年 7月に国連で採択された
核兵器禁止条約に関し、日本が同
条約に参加すべきであるとの考え
から、同条約についての署名・批
准と被爆国として核兵器保有国に
対しても署名、批准を促すことを
求めるもの

総務常任委員会

採択
14：７採択

４：２耶麻・喜多方地区平和フォーラム
副代表　田中　勉　

請願第14
ＰＣＲ検査等の拡充を求める意見書
提出の請願

ＰＣＲ検査等の体制を充実し幅
広く実施するため、検査機器の
増設や関係資材の供給とともに、
運営への支援の拡充、検査機関
や医療機関の従事者への支援充
実を求めるもの

文教厚生常任委員会

採択
全会一致採択

全会一致Ｉ女性会議喜多方支部
代表　田部　芳枝

陳情第9
保育所等における新型コロナウイル
ス感染症対策に関わる陳情

新型コロナウイルスの感染拡大
の中、保育所等で働く職員への
慰労金の支給、人員の確保、Ｐ
ＣＲ検査体制の拡充など、保育
環境の整備と感染拡大防止を求
めるもの

文教厚生常任委員会

採択
全会一致採択

全会一致福島県保育連絡会
代表　大宮　勇雄

請願・陳情

本会議で採択された請願や陳情は、市議会の意向を意見書等にまとめ、
市当局や関係機関へ、その実現を要望します。
（各意見書はホームページでご覧いただけます。）

【
提
出
期
限
】

　

11
月
17
日
㈫
午
後
５
時
ま
で

【
提
出
先
】

　

喜
多
方
市
議
会
事
務
局

　
（
市
役
所
４
階
）

※
期
限
を
過
ぎ
て
提
出
さ
れ
た
も
の

は
、
次
回
の
定
例
会
で
審
査
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
適
時
に

要
望
し
た
い
事
案
に
つ
い
て
は
、

提
出
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
請
願
提
出
に
関
す
る
必
要
事
項
】

　
請
願
に
は
、
必
ず
１
人
以
上
の
市

議
会
議
員
の
紹
介
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
市
議
会
議

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
陳
情
の
場
合
に
は
、
市
議
会
議
員

の
紹
介
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
…

　

議
会
事
務
局

　

議
事
総
務
課
総
務
係

　

�

☎
24ｰ

５
２
５
３
ま
で

12
月
定
例
会
に
行
う

　
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

○○○に関する請願（陳情）書
令和　年　月　日

代表者　住所　　　　　　
　　　　　　　氏名　　　　　㊞
　　　　　　　電話　　　　　　
　　紹介議員　氏名　　　　　㊞

※陳情の場合は紹介議員は不要です

喜多方市議会議長　様
請願（陳情）要旨
　○○○○○○○○○○下記につい
て請願（陳情）いたします。

請願（陳情）内容
１　○○○○○○○○
２　○○○○○○○○
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討
論

　
　
　

核
兵
器
の
非
人
道
性
、
ヒ
ロ

シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
者
の
苦
し

み
・
思
い
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
存
在

を
必
要
と
し
な
い
事
、
ま
た
、
出
来

る
だ
け
早
く
核
兵
器
を
無
く
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
事
は
反
対
す
る
も
の

で
は
な
い
。

し
か
し
、
世
界
の
安
全
保
障
の
現

反
対

　
　
　

こ
の
請
願
は
国
内
で
開
発
さ

れ
た
優
良
品
種
が
海
外
に
無
許
可
で

持
ち
出
さ
れ
、
国
内
で
大
き
な
被
害

が
出
て
い
る
と
認
め
て
い
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
あ
ま
り
用
い

ら
れ
て
い
な
い
自
家
増
殖
に
こ
だ
わ

っ
て
被
害
対
策
に
は
言
及
し
て
い
な

い
し
、
９
割
の
品
種
は
禁
止
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
。
日
本
の
農
業
を
守

る
為
こ
の
請
願
に
は
反
対
す
る
。

反
対 討

論
と
は
、
議
題
と
な
っ
て
い
る

案
件
に
つ
い
て
、
表
決
の
前
に
、
賛

成
・
反
対
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

請
願
第
13

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を
求
め

る
意
見
書
提
出
の
請
願

請
願
12

種
苗
法
改
正
案
に
つ
い
て
丁
寧
か

つ
慎
重
な
審
議
を
求
め
る
意
見
書

提
出
の
請
願

　
　
　

主
要
農
産
物
の
種
子
開
発
は

公
的
機
関
で
や
る
べ
き
で
あ
る
。
法

改
正
に
よ
り
海
外
も
含
む
民
間
企
業

が
暴
利
を
貪
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま

た
、
自
家
増
殖
の
禁
止
に
よ
っ
て
全

て
の
苗
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
り
、
今
ま
で
の
地
域
農
業

や
伝
統
的
農
法
が
失
わ
れ
て
し
ま
う

心
配
が
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
請
願
に

賛
成
す
る
。

賛
成

人
事

全
会
一
致
で
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

一
ノ
木
財
産
区
管
理
会
財
産
区
管
理
委
員

田た
な
か中　

久ひ
さ
よ
し義　

　

田た
な
か中　

竹た
け
の
ぶ信

髙た
か
は
し橋　

孝こ
う
い
ち一　

　

渡わ
た
な
べ部　

勝か
つ
や
す康

高た
か
は
し橋　

敬た
か
お雄　

　

小お
ぐ
ら椋　

好よ
し
や
す泰

佐さ
と
う藤　

武た
け
ひ
ろ浩

早
稲
谷
財
産
区
管
理
会
財
産
区
管
理
委
員

山や
ま
ざ
き﨑　

　

仁ま
さ
し　

　

吉よ
し
だ田　

一か
ず
お生

安あ

べ部　

良よ
し
の
ぶ信　

　

五い
が
ら
し

十
嵐　

博
ひ
ろ
し

五い
が
ら
し

十
嵐 

桂け
い
ぞ
う造  　

吉よ
し
だ田　

敏と
し
ひ
ろ廣

吉よ
し
だ田　

秀し
ゅ
う
い
ち一

全
会
一
致
で
推
薦
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

神か
ん
だ田　
優ゆ

う
こ子（
喜
多
方
／
南
桜
ガ
丘
）

山や
ま
の
う
ち

之
内 

壽ひ
さ
た
ろ
う

太
郎
（
塩
川
／
万
力
）

筒つ
つ
い井　

弘ひ
ろ
し

（
塩
川
／
３
区
）

荒あ
ら
あ
け明　

澄す
み
お雄
（
高
郷
／
川
井
）

�

（
※
敬
称
略
）

状
で
は
、
日
本
を
取
り
囲
む
国
際
情

勢
は
楽
観
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ

り
、
近
隣
国
で
は
、
軍
事
力
を
高
め

て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

　

日
本
は
、
日
米
安
保
条
約
に
よ
り

平
和
維
持
と
経
済
発
展
を
し
て
き
た

経
緯
が
あ
り
、
今
後
も
平
和
と
発
展

を
守
る
為
に
は
、
日
米
同
盟
を
基
軸

に
抑
止
力
を
持
っ
て
、
近
隣
国
と
の

外
交
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
反
対
す
る
。

　
　
　

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被

爆
者
の
方
々
の
思
い
「
核
兵
器
廃

絶
」
を
共
有
す
る
立
場
で
あ
り
、
本

市
で
は
「
非
核
平
和
の
ま
ち
宣
言
」

を
２
０
０
７
年
12
月
議
会
の
際
、
全

会
一
致
で
可
決
し
た
経
緯
が
あ
り
、

そ
の
宣
言
の
内
容
に
請
願
趣
旨
が
合

致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

賛
成
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意見が分かれたもの

議員名
議案等名

議決
結果

反
対：

賛
成

1
矢
吹

哲
哉

2
小
澤

　
誠

3
山
口
　
文
章

4
十
二
村
秀
孝

5
上
野
利
一
郎

6
小
島
　
雄
一

7
渡
部
　
一
樹

8
蛭
川
　
靖
弘

9
菊
地
と
も
子

10
小
林
　
時
夫

11
坂
内
　
鉄
次

12
長
澤
　
勝
幸

13
渡
部
　
勇
一

14
齋
藤
　
仁
一

15
田
中
　
雅
人

16
五
十
嵐
吉
也

17
佐
藤
　
忠
孝

18
伊
藤
　
弘
明

19
後
藤
　
誠
司

20
佐
原
　
正
秀

21
山
口
　
和
男

反
対
討
論

賛
成
討
論

請願
第12

種苗法改正案について丁
寧かつ慎重な審議を求め
る意見書提出の請願

採択 13：8 ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 十二村秀孝 長澤勝幸

請願
第13

核兵器禁止条約の批准を
求める意見書提出の請願 採択 14：7 ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 山口文章 齋藤仁一

議会案
第10号

核兵器禁止条約の批准を
求める意見書

原案
可決 14：7 ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○

議会案
第12号

種苗法改正案について丁
寧かつ慎重な審議を求め
る意見書

原案
可決 13：8 ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○

○は賛成、●は反対、ーは欠席、議長（齋藤勘一郎）は採決に加わらない。

採決で賛否が分かれたものについては下記のとおりです。これ以外の案件などは、全会一致
で可決されています。すべての議案名と結果は喜多方市議会ホームページをご覧ください。

９月定例会審議結果

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞

　
優
秀
躍
進
賞
を
受
賞

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
研
修
会

会
改
革
推
進
会
議
の
企
画
で
８

月
６
日
に
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
議
員
が
講
師
と
な
り
、
16
名

の
議
員
が
参
加
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
活
用
法
を
研
修
し
ま
し
た
。

ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
は
、
早
稲

田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究

所
が
主
催
し
て
、
地
方
自
治
体
の

議
会
・
首
長
等
や
地
域
主
権
を
支

え
る
市
民
等
の
、
優
れ
た
活
動
を

募
集
し
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年

で
15
回
目
と
な
り
ま
す
。
去
る
10

月
７
日
に
各
部
門
の
優
秀
賞
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

喜
多
方
市
議
会
は
、
議
会
で
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
・

議
会
改
革
を
中
心
に
、
大
き
な
躍

進
を
見
せ
た
も
の
」
と
し
て
、「
優

秀
躍
進
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

喜
多
方
市
議
会
の
議
会
改
革
は
、

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
分
か
り
や

す
い
議
会
を
目
指
し
て
、
で
き
る

こ
と
か
ら
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
議

論
を
進
め
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
は
、
市
民
の
皆
様
に
開
か
れ
た

議
会
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
議
会

の
実
現
を
目
指
し
て
推
進
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
の
、
身
近

な
議
会
と
し
て
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

議マ
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議
会
の
主
な
動
き

12月定例会の予定12月定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

  23 24 25 26 27 28

 29 30  2 3 4 5

 6 7 8 9 10 11 12

11
22
／

12/１

本会議
（開会、会期決定、
提案理由説明）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（議案審議）

委員会
（各常任委員会
付託案件の審査）

休会
（議案調査）

休会
（事務整理）

休会
（事務整理）

本会議
（委員長報告、
各案件決定、閉会）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴される方は、手洗い・手指の消毒とマスクの着用、入場前の検温に
ご協力をお願いいたします。
　今後の状況によっては、対応が変わることもありますので、ご了承ください。

きたかた FM 
議会中継　78.2MHz

　定例会の様子を録音放送
しています。
　開会日の翌週、平日の
午後2時～午後5時は、ラジオ
放送をぜひお聞きください。

議会
インターネット中継

　開会中はライブ（生配信）
を視聴できます。
　過去の配信映像も視聴で
きます。

喜多方市議会公式facebookページを開設
しています。 
https://www.facebook.com/kitakatashigikai/

	

３	

議
会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
会
議
、

	
	

市
長
へ
の
要
望
活
動

	

７	

全
員
協
議
会
、
議
会
改
革
推
進
会
議
、

	
	

議
会
広
報
編
集
委
員
会

	

20	

全
員
協
議
会

	

21	

議
会
運
営
委
員
会
、
臨
時
会

	

４	

全
員
協
議
会
、
議
会
改
革
推
進
会
議

	

６	

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
研
修
会

	

21	

全
員
協
議
会
、
議
案
説
明
会

	

26	

全
員
協
議
会
、
議
会
運
営
委
員
会

	

３	

９
月
定
例
会（
～
９
／
17
ま
で
）、各
派
代
表
者
会
、

	
	

議
会
広
報
編
集
委
員
会

	

７	

全
員
協
議
会

	

９	

正
副
委
員
長
会
議

	

10	

全
員
協
議
会
、
議
会
運
営
委
員
会

	

14	

全
員
協
議
会

	

17	

議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
広
報
編
集
委
員
会

	

28	

議
会
運
営
委
員
会

	

29	

各
派
代
表
者
会

※
会
議
等
は
、
感
染
予
防
対
策
を
十
分
に
行
い
実
施
し
て

　

い
ま
す
。

７月８月９月
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〈
発
行
〉喜
多
方
市
議
会
　
 TEL 0241-24-5253

〈
編
集
〉議
会
広
報
編
集
委
員
会

〒
966-8601 喜

多
方
市
字
御
清
水
東
7244番

地
2

喜
多
方
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://www.city.kitakata.fukushim
a.jp/site/gikai/

編
集
後
記

情
報
伝
達
の
手
段
が
急
激
に
進
化

し
て
い
る
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
し
か
情

報
を
入
手
出
来
な
か
っ
た
時
代
か
ら
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
化
に
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

や
メ
ー
ル
の
時
代
を
経
て
、
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
で
情
報
を
入
手
す
る
の
が
当
た

り
前
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

市
民
ニ
ー
ズ
に
呼
応
す
る
形
で
、

市
議
会
も
次
世
代
の
情
報
発
信
手
段

を
模
索
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

精
進
の
日
々
で
あ
る
。

�

蛭
川　
靖
弘　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長�

長
澤　
勝
幸

副
委
員
長�

小
島　
雄
一

委　
　
員�

矢
吹　
哲
哉

�

山
口　
文
章 �

蛭
川　
靖
弘

�

菊
地
と
も
子

�

田
中　
雅
人

�

後
藤　
誠
司

テクノアカデミー会津に行ってきました。校
舎は塩川町と湯川村の境を流れる日橋川のほと
りに位置しています。
「テクノアカデミー会津」という名称になった

のは平成22年からでありますが、歴史は古く、
昭和36年に堂島地区の西鎧召に職業訓練校と
して開校し、59年の歴史があります。昭和57
年に現地に移転したのち何度かの機構改革があ
り、現在に至っています。地域に多大な貢献をし、
地元の人には「訓練校」と呼ばれて愛されてい
る学校であります。

インタビューは各科２名ずつ６名の学生さん
に行いました。さすがに、高校を卒業して自分
のしたい仕事や就職先が決まっているので、しっ

観光プロデュース学科 自動車整備科 電気配管設備科

背景の絵柄は「喜多方の染型（県有形民俗文化財指定）」“鯉と将棋駒”です。

（特集２・3ページをご覧ください。）

即戦力、社会性豊かな職業人を目指してレポ ト～取材

かりとした態度で授業に臨んでいるようでした。
卒業生は就職内定率100%というのもうなずく
事が出来ます。しかしながら、彼らは選挙権を
持つようになって投票したくても、誰に投票し
ていいかわからないと言います。彼らに我々の
情報発信は届いていないことを痛感しました。

喜多方のあり方にも新鮮な考えを持っていま
した。曰く、「観光地として有名なだけではそれ
で終わり。」「住みたい街ではない。観光客にとっ
て面白い街が住んでいる人や若者に面白いかど
うかわからない。」

そこに住む人に魅力的な街づくりを進めてこ
そ、観光も発展すると言われて、大きくうなず
く我々でした。


